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寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
昨
年
１
０
月
以
降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
影

を
潜
め
、
終
息
に
向
か
っ
て
い
る

の
か
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
新

た
な
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
出
現

に
よ
り
こ
の
淡
い
期
待
は
打
ち
砕

か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
も

当
面
は
コ
ロ
ナ
と
の
お
付
き
合
い

を
余
儀
な
く
さ
れ
そ
う
で
す
。 

 

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
も
先
の

市
議
選
に
お
い
て
掲
げ
た
政
策
を

改
め
て
確
認
し
、
今
年
の
目
標
を

考
え
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
大
切
に

し
た
い
目
標
な
の
で
す
が
、「
お
互

い
様
に
助
け
合
う
自
治
の
ま
ち
を

推
進
」
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
自
治
と
は
、
文
字
ど

お
り
自
ら
治
め
る
こ
と
で
あ
り
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
こ
と
は
自
分

た
ち
で
決
め
、
運
営
す
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
市
民
生

活
を
左
右
す
る
条
例
や
予
算
を
審

議
し
、
決
め
る
の
は
市
民
に
選
挙

で
選
ば
れ
た
議
員
で
あ
り
、
議
会

で
の
決
定
が
市
民
の
決
定
で
あ
る

と
見
做
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ

れ
ら
を
形
式
化
し
な
い
た
め
に

は
、
市
民
と
議
員
と
の
活
発
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
市
民

生
活
の
課
題
が
整
理
さ
れ
、
共
有

さ
れ
る
こ
と
、
議
員
間
で
様
々
な

角
度
か
ら
の
議
論
が
公
開
の
場
で

行
な
わ
れ
、
一
定
の
合
意
を
導
き

後 援 会 ニ ュ ー ス 

（１） 

 

お 互 い 様 に 助 け 合 う 

自 治 の ま ち を 推 進 し ま す 

出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。「
議
会
報

告
会
・
意
見
交
換
会
」
の
充
実
、

議
員
間
討
議
の
活
発
化
と
そ
れ
ら

の
公
開
が
一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。 

イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
コ
リ

ン
・
ク
ラ
ウ
チ
は
「
民
主
主
義
が

繁
栄
す
る
の
は
、
一
般
大
衆
が
議

論
や
自
治
組
織
を
通
じ
て
公
共
的

生
活
の
方
針
決
定
に
能
動
的
に
参

加
す
る
機
会
が
豊
富
に
あ
り
、
そ

の
機
会
を
能
動
的
に
活
か
す
と
き

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
議

会
制
度
は
市
民
参
加
の
仕
組
み
そ

の
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
が

そ
の
本
来
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

大
貫 

毅
（
タ
ケ
シ
） 

当たり前の日々の暮らしを支えるために 
―「大貫タケシのまちづくり指針」― 

 

☆あるモノ探しのまちづくり 

・今ある資源（森、文化、風土、ものづくり）を生か

した地域経済の活性化。 

・６次産業化・農商工連携の推進。 

・シェアリングエコノミーの推進。 

・地域の誇りを育むふるさと学習の充実。 

☆便利な田舎「かぬま暮らし」の推進 

・移住・定住の促進。 

・空き家の利活用促進。 

・仕事も趣味も充実、「かぬま暮らし」モデルの提案。 

・若者の地元企業への就労促進。 

☆誰も置き去りにしないまちづくり 

・子育て支援の充実。 

・障がい者、高齢者の生活を支える福祉の充実。 

・交通弱者を生まない地域公共交通の充実。 

・いじめ・不登校・引きこもり問題への対策。 

☆お互い様に助け合う自治のまちを推進 

・市民協働の推進。 

・コミュニティセンターの機能強化。 

・市政・市議会への市民参加の促進。 

・シチズンシップ（市民性）教育の充実。 

☆多様性を認め合う寛容なまちづくり 

・こども・高齢者・障がい者・ＬＧＢＴなどすべての

人権を守る。 

・発達障害など特別支援教育の充実。 

・平和行政の推進。 

・多文化共生、男女共同参画の推進。 

※新型コロナウイルス感染症が拡大していることから、ポスト投函にて失礼いたします。 

http://blogs.yahoo.co.jp/ttgqm289/GALLERY/show_image.html?id=37143517&no=0


 

 

 

 

 

タ

ケ

シ

の

議

会

報

告 
１
１
月
２
４
日
か
ら
１
２
月
２
０
日
ま

で
、
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
（
１
２
月
議

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
一

般
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
、

指
定
管
理
者
の
指
定
、
鹿
沼
市
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
、
鹿
沼
市

花
木
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
に
つ

い
て
、
審
議
を
行
い
決
定
し
ま
し
た
。 

市
政
一
般
質
問
で
は
「
第
８
次
総
合
計
画
」

「
行
政
情
報
の
活
用
」「
リ
ー
バ
ス
・
お
買
い

主
の
バ
ス
」「
さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン
」
に
つ
い
て

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

以
下
、
一
般
質
問
の
内
容
、
議
会
で
決
定

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。 

市
政
一
般
質
問 

◆
お
買
い
も
の
バ
ス 

 
 

 

リ
ー
バ
ス
「
ま
ち
な
か
線
」
が

「
お
買
い
も
の
バ
ス
」
に
改
編
さ

れ
て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

逆
回
り
を
希
望
す
る
声
も
あ
る

こ
と
か
ら
今
後
の
考
え
方
を
問

い
ま
し
た
。 

 

５
月
に
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
逆
回
り

を
希
望
し
た
の
は
利
用
者
の 

１
６
．
７
％
で
あ
り
、
逆
回
り
便

導
入
と
は
な
ら
ず
、
継
続
し
て
様

子
を
見
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

今
後
、
中
心
部
の
重
複
路
線
の

整
理
な
ど
を
検
討
す
る
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
引
き
続
き
利
用
者

の
声
を
踏
ま
え
て
意
見
反
映
し

て
い
き
ま
す
。 

 

◆
さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン 

  

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
街
地

を
走
る
コ
ー
ス
で
、
県
民
限
定
で

５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
コ
ー
ス
と
定
員
は
、
１
０

㎞
１
，
５
０
０
人
、
５
㎞
１
，
５

０
０
人
、
親
子
２
㎞
１
，
８
０
０

人
で
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
設
定

を
求
め
ま
し
た
が
、
交
通
規
制
な

ど
の
課
題
が
あ
り
難
し
い
と
の

答
弁
で
し
た
。 

（２） 

 

な
の
か
問
い
ま
し
た
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景

に
は
、
人
口
減
少
が
加
速
し
、
市

街
地
に
お
い
て
は
、
空
き
家
、
空

き
地
の
増
加
に
よ
り
賑
わ
い
の

が
失
わ
れ
、
山
間
部
な
ど
で
は
、

商
店
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
日
常

生
活
に
も
支
障
が
生
じ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指

し
て
い
る
の
は
、
人
口
減
少
が
避

け
ら
れ
な
い
中
、
都
市
機
能
と
集

落
機
能
を
集
約
し
、
そ
れ
ら
を
公

共
交
通
や
デ
ジ
タ
ル
、
地
域
住

民
、
団
体
、
企
業
な
ど
の
多
様
な

主
体
で
つ
な
い
で
上
手
に
縮
ん

で
い
き
持
続
可
能
な
ま
ち
を
作

る
と
い
う
も
の
で
す
。
特
に
、
今

後
、
強
化
さ
れ
る
べ
き
領
域
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
企
業
の
Ｃ
Ｓ

◆
第
８
次
総
合
計
画 

  

次
期
総
合
計
画
（
第
８
次
）
で

は
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

「
上
手
に
縮
む
多
核
連
携
型
拠

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方

Ｒ
活
動
な
ど
の
共
助
の
仕
組
み

と
し
て
い
ま
す
。 

少
な
く
と
も
今
後
五
〇
年
、

六
〇
年
の
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
現
実
で
あ
り
、
上
手
に

縮
む
と
い
っ
た
方
向
性
は
理
解

で
き
ま
す
が
、
縮
ん
で
、
縮
ん

で
最
後
は
消
滅
し
て
し
ま
う
地

域
も
生
じ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
の
危
機
感
が
私
に
は
あ

り
ま
す
。
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

を
取
り
込
む
に
し
て
も
主
体
で

あ
る
地
域
住
民
が
ど
の
よ
う
な

地
域
を
目
指
す
か
の
目
標
が
必

要
で
す
し
、
行
政
が
ど
れ
だ
け

後
押
し
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
展
開
を

注
目
し
、
意
見
反
映
し
て
い
き

ま
す
。 

◆
行
政
情
報
の
活
用 

  

「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
」
と
か

「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」
と
か
世
の
中

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ブ
ー
ム

に
踊
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
実
の

あ
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
各
部
署
に
偏
在

し
て
い
る
行
政
情
報
を
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
な
ど
を
活
用
し
て
統
合
、

利
用
す
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
問
い
ま
し
た
。 

 

導
入
予
定
の
総
合
窓
口
シ
ス
テ

ム
で
は
、
転
居
、
出
生
、
死
亡
等

に
お
い
て
必
要
と
な
る
手
続
き
を

迅
速
か
つ
正
確
に
行
え
る
よ
う
介

護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
、
子
育

て
等
に
関
す
る
情
報
を
集
約
し
活

用
す
る
。
さ
ら
に
、
相
談
業
務
で

も
情
報
の
統
合
に
よ
り
、
市
民
が

抱
え
る
課
題
の
総
合
的
な
支
援
が

可
能
と
な
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
の
統
合
に

ネ
ッ
ク
と
な
る
個
人
情
報
の
扱
い

に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
春
よ
り
、

自
治
体
ご
と
の
条
例
に
よ
る
運
用

か
ら
法
律
に
基
づ
く
全
国
統
一
の

ル
ー
ル
と
な
る
予
定
で
あ
り
、
必

要
な
準
備
を
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
で
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

（３） 

◆
コ
ロ
ナ
対
策 

 

●
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
は
１
０
万
円
一
括

給
付
へ 

国
の
方
針
が
定
ま
ら
ず
、
市
の

方
針
も
議
会
中
に
変
更
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
１
２
月
２
３
日
に
１
０

万
円
が
一
括
給
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、

新
聞
報
道
等
で
も
明
ら
か
に
さ

れ
た
よ
う
に
、
所
得
制
限
も
撤
廃

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。 

 

●
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ 

 

令
和
３
年
１
２
月
か
ら
医
療

従
事
者
を
対
象
に
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
１
月
か
ら
順
次
接
種
券
が
発

送
に
な
り
、
２
月
か
ら
接
種
が
開

始
さ
れ
、
７
月
に
は
完
了
す
る
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
接
種
方
法

は
１
、
２
回
目
同
様
、
集
団
接
種

（
出
会
い
の
森
、
高
齢
者
・
障
害

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
と

個
別
接
種
（
市
内
の
病
院
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
電

状
況
等
を
踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
落
ち
着
く

ま
で
の
当
分
の
間
は
、
利
用
料
金

を
減
免
扱
い
と
し
、
無
料
と
す
る

と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 ●

や
ま
び
こ
荘
の
指
定
管
理

者
、
希
望
の
家
へ 

 

や
ま
び
こ
荘
な
ど
市
の
施
設

５
カ
所
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者

の
指
定
が
さ
れ
ま
し
た
。
や
ま
び

こ
荘
に
つ
い
て
は
、
今
回
初
め
て

公
募
に
よ
る
指
定
管
理
の
募
集

が
行
な
わ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
希

望
の
家
が
審
査
の
結
果
指
定
管

話
、
ネ
ッ
ト
で
事
前
予
約
す
る
こ

と
も
同
様
で
す
。
使
わ
れ
る
ワ
ク

チ
ン
は
、
集
団
接
種
は
モ
デ
ル
ナ

製
、
個
別
接
種
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製

と
な
る
よ
う
で
す
。 

 

１
、
２
回
目
の
接
種
が
ま
だ
の

方
は
、
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

◆
条
例
改
正
・
そ
の
他 

 
●
子
ど
も
の
遊
び
場
「
い
ち

ご
っ
こ
広
場
」
有
料
化
へ 

 

花
木
セ
ン
タ
ー
内
に
整
備
さ

れ
た
子
ど
も
の
遊
び
場
「
い
ち
ご

っ
こ
広
場
」
が
令
和
４
年
４
月
１

日
よ
り
有
料
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
料
金
は
次
の
通
り

で
す
。 

１
歳
以
上 

１
回
１
０
０
円 

障
害
者 

 

１
回 

５
０
円 

 

た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済

 

１
２
月
２
４
日
、
鹿
沼
市
に
対
し
、

立
憲
民
主
党
鹿
沼
市
支
部
と
し
て
政
策

提
言
書
（
※
４
面
に
掲
載
）
を
提
出
し

ま
し
た
。
県
・
市
の
議
会
が
終
了
後
、

年
４
回
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
対

話
集
会
）
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
際
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た

ご
意
見
を
元
に
政
策
提
言
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
提
言
は
新

年
度
予
算
を
は
じ
め
、
市
の
施
策
に
反

映
い
た
だ
け
る
よ
う
要
請
し
、
２
月
４

日
ま
で
の
回
答
を
求
め
ま
し
た
。 

次
回
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
マ

ン
デ
ー
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
回
答
に
つ
い

て
報
告
し
、
議
論
を
頂
き
ま
す
。 

鹿
沼
市
へ
政
策
提
言

書
を
提
出 

 

補
正
予
算
・
条
例
改
正
な
ど 

施設名 指定管理者 

やまびこ荘 社会福祉法人 希望の家 

千手荘 鹿沼市社旗福祉協議会 

花木センター 鹿沼市花木センター公社 

花木センター 

（いちご園） 
農業生産法人かぬま 

市民文化センター かぬま文化・スポーツ振興財団 

 

理
者
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま

で
、
入
所
者
と
管
理
者
と
の
信
頼

関
係
が
不
可
欠
と
の
理
由
か
ら

非
公
募
と
し
て
き
た
経
緯
も
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
キ
チ
ン
と
担
保

さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
今
ま
で
の
職

員
の
雇
用
が
守
ら
れ
る
こ
と
な

ど
を
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
し
っ
か
り
対
応
す
る
と
の

答
弁
を
受
け
、
議
案
に
は
賛
成
を

し
ま
し
た
。 

 

●
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療

費
助
成
、精
神
障
害
者
も
対
象

に 

 

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
重

度
の
身
体
障
害
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
、
２
級
）
、
重
度
の
知
的

障
害
者
（
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
）

に
加
え
て
精
神
障
害
者
（
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
）
も
医

療
費
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

鹿
沼
市
は
現
物
給
付
の
方
式
を

採
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
６
５
歳

未
満
の
方
は
、
市
内
の
医
療
機
関

で
は
保
険
診
療
内
の
医
療
費
は

窓
口
で
の
自
己
負
担
は
無
く
な

り
ま
す
。
歯
科
診
療
、
整
体
・
接

骨
院
で
の
診
療
、
市
外
の
医
療
機

関
で
の
診
療
、
６
５
歳
以
上
の
方

は
、
一
度
自
己
負
担
分
を
支
払

い
、
市
に
医
療
費
助
成
の
申
請
を

行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事に対するご意見、市政に関する

意見・要望などございましたら、遠

慮なく下記までお寄せください。 

 

ＴＥＬ・ＦＡＸ 0289－63－0265 

携帯 ０９０－７７３６－２０１７ 

 メール takeshi＠one.bc9.jp 

大貫タケシ・プロフィール 
生年月日 1960 年 9 月 26 日生（６０歳） 

〇学歴    

西大芦西小学校、西中学校、鹿沼高校を経て 

宇都宮大学農学部農業経済学科卒業 

〇職歴 

1983 年 4 月より 28 年間鹿沼市役所勤務（福祉、税務、環境など） 

2019 年 9 月市議会議員当選（3 期） 

 

（４） 

 

鹿沼市に対する政策提言書 
立憲民主党栃木県鹿沼市支部 

 

① 近年の多発する自然災害に対応するためには、自主防災組織活動の充実が求められる。地域における避難所（緊急

避難場所）の設置、防災マップの整備、防災訓練の実施など自主防災組織の活動を支援すること。それらの活動に

対する補助を行なうこと。 

② 通学路脇の民家の樹木等の管理指導と伐採を定期的に行うこと。特に、狭隘な道路脇のはみ出し樹木等が、交通事

故発生の要因となりかねないとの指摘が市内各地であることから、定期的な道路パトロールと、危険箇所に関する

樹木所有者への伐採指導を強化すること。 

③ 各種委員会等の市民が参加する会議の際、開催場所の表示等が不明瞭であるため、開催場所に到達しない委員が発

生している。新市庁舎完成までの暫定利用期間における、ていねいな庁舎案内表示、会議開催場所等の会場誘導に

ついて工夫を図ること。 

④ 思川開発事業における導水路工事が本格化することに伴い、工事流域の地下水問題が心配である。仮に地下水の問

題等が発生しても万全の対応がとれるよう対策窓口の設置など体制整備を行なうこと。 

⑤ 東武新鹿沼駅西口への公衆トイレの設置について、依然、鹿沼市への登山等の来訪者からトイレ設置を求める声が

多く寄せられている。将来的な西口整備の視点も踏まえ、改めてトイレ設置を検討すること。 

⑥ 富屋特別支援学校鹿沼分校については、栃木県と鹿沼市の役割分担のもと、環境整備が進められてきたことを現地

調査において理解している。そのうえで、学校環境整備について以下の点を要望する。 

・職員駐車場の敷地への誘導路付近が暗いので、防犯上必要な照明設置を行うこと。 

・児童生徒が戸外遊びをする場所の確保を西中と協議のうえ、西中敷地内校庭の一角などを利用の上確保すること。 

⑦ 新型コロナウイルス感染症対策として、３回目ワクチン接種の早期に行なうこと。また、医療従事者、高齢者、基

礎疾患のある方など優先接種をすべき方々について早期に決定し、事前周知を行うこと。 

⑧ ２０２１年米の概算金下落が農家を直撃しており、関係団体と協議し、適切な対策を講じること。特に、青色申告

農家に対し、新型コロナウイルス関連交付金などを活用し、収入保険加入促進のための補助制度を創設すること。 

⑨ 市では「鹿沼市気候非常事態宣言」を表明し、２０５０年に「脱炭素社会」を目指すとしているが、県でも、２０

２２（令和４）年度を目標に、脱炭素条例を制定する計画である。これらの動向を踏まえ、市民、関係者等と共に

オールかぬまで事業促進が図れるよう鹿沼市版脱炭素条例の制定を早急に検討すること。 

⑩ ウッドショックと表されるような世界的木材価格の高騰により、外国産木材の確保が困難な中、伐期を迎えた地場

産材の有効活用が必須であり、そのためには森林に木を植え育て、伐採し、搬出、製材、乾燥、加工、流通と、長

期にわたる計画的な生産体制の構築が求められる。川上・川中・川下の鹿沼市の木材流通の流れをチェックし、将

来的な視点で設備投資を踏まえた木材関連施設の整備計画を策定すること 

⑪ 黒川に流出する鹿沼市街地の用水路等に関する内水整備を促進すること。特に自然災害が頻発する中、鹿沼市街地

の内水路については、いわゆるバックウォーター災害が頻発している。そのため、既存の用水路の整備状況の点検、

災害発生要因の研究、並びに、災害発生箇所を踏まえた中長期な内水路整備計画を検討すること。 

⑫ 投票率低下実態を踏まえ、高校生等の投票率向上のために、来年執行予定の参議院議員通常選挙を念頭に、市内４

高校における期日前投票所の設置を検討すること。 

⑬ 文化行政の充実強化を図ること。特に、「鹿沼市芸術文化振興基金」の充実強化、並びに鹿沼まるごと博物館中央館

や市立美術館の整備を検討すること。 

⑭ 電通ダイバーシティ・ラボによる、LGBT を含む性的少数者＝セクシュアルマイノリティーに関する大規模調査「LGBT

調査 2018」によれば、LGBT 層の比率は 8.9%、左利きの人とほぼ同じ割合である。LGBT 当事者が安心して生活でき

るまちづくりを推進するため、自治体として LGBT への配慮や支援を行うことの宣言や条例、基本計画の策定を検討

すること。 

⑮ ふるさと納税（ガバメントクラウドファンディング）を活用した犬猫殺処分ゼロや地域猫活動を支援する仕組みを

導入すること。 

⑯ コミュニティスクールの導入促進を図るため、学校と地域をつなぐコーディネーターの育成、各学校への配置を積

極的に進めること。 

⑰ リーバス「お買い物バス」の逆回り路線の導入など利便性を向上すること。 

⑱ 栃木県及び小山市で制定された犯罪被害者支援条例及び見舞金制度を本市でも制定をし、総合的な犯罪被害者支援

を行なうこと。 

 


